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ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
で
、
各

社
の
企
業
情
報
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
広
く

伝
播
す
る
時
代
が
や
っ
て
き
た
。
本
稿
で

は
、Ｉ
Ｒ
情
報
に
関
連
す
る
関
係
者
の
取

り
組
み
か
ら
、急
速
な
展
開
を
追
う
。

情
報
伝
播
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

今
世
紀
に
入
っ
て
登
場
し
た
ウ
ィ
キ
ぺ

デ
ィ
ア（
ネ
ッ
ト
上
で
共
同
作
成
す
る
百
科

事
典
、二
〇
〇
一
年
）、リ
ン
ク
ト
イ
ン（
ビ

ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
〇
三
年
）、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
、

〇
四
年
）、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ（
動
画
共
有
サ
ー

ビ
ス
、〇
五
年
）、ツ
イ
ッ
タ
ー（
一
四
〇
文

字
未
満
の
短
文
に
よ
る
ミ
ニ
ブ
ロ
グ
、〇
六

年
）な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、〇
九

年
に
米
国
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク・ラ
ン
キ
ン
グ

で
上
位
一
〇
の
う
ち
六
つ
を
占
め
、ウ
ェ
ブ

空
間
で
情
報
拡
散
に
優
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
勢
い
を
明
ら
か
に
し
た
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
が
五
、〇
〇
〇
万
人
の

視
聴
者
を
獲
得
す
る
の
に
要
し
た
時
間

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
八
年
、一
三
年
だ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
四
年
、iPod

は
三
年

で
達
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
一
年
も
か
か
ら
な
か
っ
た
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
情
報
伝
播
の
新
た
な

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
い
っ
て
い
い
。

「
英
文
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
載
っ
て
い

る
御
社
の
記
載
は
十
分
な
内
容
で
す
か
」

と
、
外
国
人
の
投
資
家
や
ア
ナ
リ
ス
ト
に

言
わ
れ
て
戸
惑
う
日
本
企
業
の
Ｉ
Ｒ
担
当

者
は
少
な
く
な
い
。
ち
な
み
に
、「
ウ
ィ
キ

ぺ
デ
ィ
ア・
チ
ェ
ッ
ク
」は
欧
米
企
業
の
Ｉ

Ｒ
担
当
者
の
基
本
的
な
仕
事
だ
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
で

売
買
ス
プ
レ
ッ
ド
が
縮
小

｜

シ
カ
ゴ
大
の
研
究
論
文

｜

一
〇
年
六
月
に
米
西
海
岸
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
で
開
催
さ
れ
た
全
米
Ｉ
Ｒ
協
会（
Ｎ
Ｉ

Ｒ
Ｉ
）の
年
次
大
会
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
と
証
券
法
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
の
活
用
Ａ
Ｂ
Ｃ
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
の
Ｉ
Ｒ
事
例
」な
ど
、誰
も
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
話
題
で
持
ち
き
り
だ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、直
前
の
五
月
に
、ツ
イ
ッ

タ
ー
や 

Ｒ
Ｓ
Ｓ
、Ｉ
Ｒ
メ
ー
ル
な
ど
、
企

業
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
広
範
な
投
資
家
に

ダ
イ
レ
ク
ト・ア
ク
セ
ス
す
る
新
た
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
対
象
に
し
た
シ
カ
ゴ
大
学
の

論
文
が
、「
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
株
式
市
場
に

向
け
た
企
業
情
報
の
伝
播
に
効
果
が
高

い
」「
ツ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
増
加
は
株
式
の

売
買
ス
プ
レ
ッ
ド（
買
値
と
売
値
の
値
幅
）

の
縮
小
に
結
び
つ
い
て
い
る
」と
指
摘
し
、

大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
さ
ら

に
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
時
価
総
額
が
小

さ
く
、ア
ナ
リ
ス
ト
カ
バ
レ
ッ
ジ
が
弱
く
、

株
主
も
少
な
い
企
業
な
ど
、
市
場
で
あ
ま

り
目
立
た
な
い
中
堅
企
業
で
は
さ
ら
に
顕

著
に
な
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
取
り
上
げ
て「
売
買
ス
プ
レ
ッ
ド

が
縮
小
す
る
」と
す
る
論
文
が
登
場
し
た

の
だ
。

す
で
に
一
〇
年
一
月
、
証
券
会
社
や
登

録
外
務
員
の
監
督
を
行
う
金
融
業
界
規
制

機
構（
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ａ
）が
ブ
ロ
グ
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
定
し
、
各
金
融
機
関
や
証
券
会

社
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た

本
格
的
な
営
業
活
動
が
始
ま
っ
て
い
た
。

一
一
年
一
一
月
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は「
Ｉ
Ｒ
実

務
基
準
」に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い

て
Ｉ
Ｒ
現
場
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て

記
載
し
、
翌
年
の
一
二
年
四
月
に
は
英
国

Ｉ
Ｒ
協
会（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）の
Ｉ
Ｒ
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
ニ
ュ

ア
ル
リ
ポ
ー
ト
と
同
等
の
大
項
目
と
し
て

取
り
上
げ
、「
始
め
る
前
に
や
る
べ
き
こ

と
」「
始
め
た
後
に
や
る
べ
き
こ
と
」の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
書
き
こ
ん
だ
。
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
と
Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
発
表
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は

ソーシャルメディアを取り込む
IR活動へ

明日をめざすIR活動❶
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効
果
的
な
Ｉ
Ｒ
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
な
っ
た
。

一
三
年
四
月
、米
証
券
取
引
委
員
会（
Ｓ

Ｅ
Ｃ
）も
、
あ
ら
か
じ
め
投
資
家
に
ど
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
お
け
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
重
要
情
報
の
発
信

を
認
め
る
と
発
表
。
同
年
五
月
に
は
、
オ

―
ス
ト
ラ
リ
ア
証
券
取
引
所（
Ａ
Ｓ
Ｘ
）が
、

Ａ
Ｓ
Ｘ
上
場
の
企
業
は
、
資
金
調
達
に
際

し
て「
重
要
な
発
表
に
際
し
て
自
社
の
事

業
に
関
連
す
る
投
資
家
の
ブ
ロ
グ
や

チ
ャ
ッ
ト
サ
イ
ト
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
確
認
し
、
モ
ニ
タ
ー
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
す
る
新
た
な
開
示
規
則

を
施
行
し
た
。
自
社
に
つ
い
て
定
期
的
に

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
投
資
家
ブ
ロ
グ
、

チ
ャ
ッ
ト
サ
イ
ト
、そ
の
他
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
よ
う
に
求
め

た
の
だ
っ
た
。

投
資
決
定
に
影
響
も
、

　
　
　
　
動
き
出
す
企
業

　

実
際
、
ア
ナ
リ
ス
ト
や
投
資
家
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
も
ど
ん
ど
ん
進
展

し
て
い
る
。
一
三
年
一
月
に
米
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
大
手

の
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
（
本
社
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
）
が
欧
州
や
米
国
、
ア
ジ
ア
の

機
関
投
資
家
（
二
三
〇
人
）、セ
ル
サ
イ
ド・

ア
ナ
リ
ス
ト
（
二
四
六
人
）
を
対
象
に
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
ブ
ロ
グ
な
ら
五
七
％
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
二
八
％
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ら

二
三
％
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
影
響
は
機
関
投
資
家
の
投
資
決

定
に
も
及
ぶ
。「
ブ
ロ
グ
を
読
ん
で
か
ら
投

資
決
定
す
る
」と
い
う
回
答
は
二
四
％
、「
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
読
ん
だ
後
で
投
資
決
定
を
行

う
」
と
い
う
回
答
も
一
二
％
に
達
す
る
。

と
く
に
ア
ジ
ア
で
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
が
投
資
決
定
に
結

び
付
く
と
い
う
数
字
が
出
た
。

こ
う
し
た
ア
ナ
リ
ス
ト
や
投
資
家
の
動

き
に
企
業
の
Ｉ
Ｒ
サ
イ
ト
も
走
り
出
し
て

い
る
。
一
三
年
一
一
月
、英
Ｉ
Ｒ
支
援
会
社

イ
ン
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ス（
本
社・ロ
ン
ド
ン
）の

調
査
を
見
よ
う
。
世
界
一
、二
〇
〇
社
の
Ｉ

Ｒ
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
サ
イ
ト
で
自
社
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア・ア
カ
ウ
ン
ト
と
リ
ン
ク
が
あ
る
企

業
は
五
四
％
だ
っ
た
。
一
年
前
は

三
四
％
、六
ヵ
月
前
は
四
五
％
、今
回
は
半

数
を
上
回
っ
た
。

国
別
で
見
て
も
、Ｓ
＆
Ｐ
100
採
用
の
米

国
企
業
の
う
ち
八
八
％
が
自
社
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
自
社
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

用
意
し
、Ｃ
Ａ
Ｃ
30
採
用
の
フ
ラ
ン
ス
企

業
も
八
三
％
、Ｄ
Ａ
Ｘ
40
採
用
の
ド
イ
ツ

企
業
は
七
七
％
、Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
100
採
用
の
英

国
企
業
で
六
二
％
と
、
各
国
の
代
表
的
な

企
業
サ
イ
ト
で
当
た
り
前
と
な
っ
た
。

調
査
は「
い
ま
各
社
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
、ユ
―
チ
ュ
ー
ブ
、
リ
ン

ク
ト
イ
ン
で
の
自
社
ア
カ
ン
ト
に
注
力
し
、

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
た
め
に
動
く
べ
き

で
あ
る
」と
指
摘
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
の
か

が
問
題
な
の
だ
。「
つ
ま
り
、
毎
日
、
毎
週
、

ツ
イ
ー
ト
を
重
ね
て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
で
継
続
的
で
確
実
な
露
出
を
実
現
す
る

べ
き
だ
」と
い
う
の
で
あ
る
。

で
は
、日
本
企
業
は
ど
う
か
。
多
く
が
、

①
関
連
す
る
法
規
制
に
不
安
が
残
る
、
②

株
主
や
投
資
家
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
な
い
、

③
今
の
業
務
で
手
一
杯
、
④
サ
イ
ト
の
炎

上
が
心
配
―
と
語
る
。
関
心
は
あ
っ
て
も

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
乗
り
出
す
例
は

き
わ
め
て
少
な
い
。

そ
ん
な
現
場
の
不
安
と
戸
惑
い
を
解
消

す
る
有
効
な
手
だ
て
が
あ
る
。
そ
れ
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア・ポ
リ
シ
ー
の
作
成

だ
。
作
成
す
る
中
で
、
や
る
べ
き
こ
と
が

見
え
て
く
る
の
だ
。
す
で
に
先
行
例
も
あ

る
。
Ｉ
Ｒ
が
市
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、い
つ
ま
で

も
現
状
に
と
ど
ま
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
る
の
だ
が
―
―
。

●自社のIR/コミュニケーション・サイトにリンクしている主なソーシャルメディア

対象企業 ツイッタ― ユーチューブ フェイスブック リンクトイン グーグル＋ ソーシャルメディア
の利用

S&P100（米） 77％ 69％ 63％ 61％ 21％ 88％

CAC40（仏） 68％ 48％ 63％ 50％ 15％ 83％

DAX30（独） 60％ 53％ 50％ 27％ 20％ 77％

FTSE100（英） 51％ 43％ 33％ 38％ 6％ 62％

ASX（豪） 55％ 36％ 26％ 43％ 9％ 68％

グローバル 42％ 34％ 30％ 29％ 8％ 54％

出所 : インヴェスティス調査（2013年11月）


